
 
 

 

一 

国
会
に
お
け
る
審
議
の
活
性
化
等
を
図
る
た
め
の
国
会
法
及
び
国
家
行
政
組
織
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案 

（
国
会
法
の
一
部
改
正
） 

第
一
条 
国
会
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
七
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
三
十
九
条
中
「
政
務
次
官
及
び
」
を
「
副
大
臣
及
び
副
長
官
、
政
務
次
官
、
内
閣
総
理
大
臣
秘
書
官
及
び
そ
の
他
の
国

 

務
大
臣
の
秘
書
官
並
び
に
」
に
改
め
る
。 

 

第
四
十
二
条
第
二
項
中
「
及
び
政
務
次
官
」
を
「
、
副
大
臣
及
び
副
長
官
、
政
務
次
官
並
び
に
内
閣
総
理
大
臣
秘
書
官
及 

び
そ
の
他
の
国
務
大
臣
の
秘
書
官
」
に
改
め
る
。 

「
第
七
章 

国
務
大
臣
及
び
政
府
委
員
」
を
「
第
七
章 

国
務
大
臣
等
の
出
席
発
言
」
に
改
め
る
。 

第
六
十
九
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

第
六
十
九
条 

内
閣
官
房
副
長
官
、
副
大
臣
及
び
副
長
官
並
び
に
政
務
次
官
（
以
下
「
内
閣
官
房
副
長
官
等
」
と
い
う
。
）

並
び
に
人
事
院
総
裁
及
び
公
正
取
引
委
員
会
委
員
長
は
、
内
閣
総
理
大
臣
そ
の
他
の
国
務
大
臣
を
補
佐
す
る
た
め
、
議
院

の
会
議
又
は
委
員
会
に
出
席
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

第
七
十
条
、
第
七
十
一
条
、
第
七
十
三
条
及
び
第
九
十
六
条
中
「
国
務
大
臣
及
び
政
府
委
員
」
を
「
内
閣
総
理
大
臣
そ
の



 

 
 

 

二 

他
の
国
務
大
臣
、
内
閣
官
房
副
長
官
等
、
人
事
院
総
裁
及
び
公
正
取
引
委
員
会
委
員
長
」
に
改
め
る
。 

 
第
百
二
条
の
五
中
「
第
三
十
八
条
、
第
四
十
七
条
第
一
項
、
第
六
十
七
条
及
び
第
六
十
九
条
」
を
「
第
四
十
七
条
第
一
項 

及
び
第
六
十
七
条
」
に
、
「
」
と
あ
る
の
は
「
参
議
院
の
緊
急
集
会
」
」
を
「
の
議
決
」
と
あ
る
の
は
「
参
議
院
の
緊
急
集 

会
の
議
決
」
」
に
改
め
、
「
、
「
両
議
院
」
と
あ
る
の
は
「
参
議
院
」
と
」
を
削
る
。 

（
国
家
行
政
組
織
法
の
一
部
改
正
） 

第
二
条 

国
家
行
政
組
織
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
三
条
第
四
項
中
「
別
表
第
一
」
を
「
別
表
」
に
改
め
る
。 

 

第
十
六
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

（
副
大
臣
及
び
副
長
官
） 

第
十
六
条
の
二 

各
省
に
副
大
臣
二
人
を
置
き
、
法
律
で
国
務
大
臣
を
も
つ
て
そ
の
長
に
充
て
る
こ
と
と
定
め
ら
れ
て
い
る 

 

各
庁
に
副
長
官
二
人
を
置
く
。 

 

２ 

副
大
臣
及
び
副
長
官
（
以
下
「
副
大
臣
等
」
と
い
う
。
）
は
、
そ
の
機
関
の
長
た
る
大
臣
を
助
け
、
政
策
及
び
企
画
に 

 
 

参
画
し
、
政
務
を
処
理
し
、
並
び
に
あ
ら
か
じ
め
そ
の
機
関
の
長
た
る
大
臣
の
命
を
受
け
て
大
臣
不
在
の
場
合
そ
の
職
務 



 
 

 

三 

 
 

を
代
行
す
る
。 

 

３ 
各
副
大
臣
等
の
行
う
前
項
の
職
務
の
範
囲
及
び
職
務
代
行
の
順
序
に
つ
い
て
は
、
そ
の
機
関
の
長
た
る
大
臣
の
定
め
る 

 
 

と
こ
ろ
に
よ
る
。 

 

４ 

副
大
臣
等
の
任
免
は
、
そ
の
機
関
の
長
た
る
大
臣
の
申
出
に
よ
り
、
内
閣
に
お
い
て
こ
れ
を
行
う
。 

 

５ 

副
大
臣
等
は
、
内
閣
総
辞
職
の
場
合
に
お
い
て
は
、
内
閣
総
理
大
臣
そ
の
他
の
国
務
大
臣
が
す
べ
て
そ
の
地
位
を
失
つ 

 
 

た
と
き
に
、
こ
れ
と
同
時
に
そ
の
地
位
を
失
う
。 

 

第
十
七
条
第
一
項
中
「
一
人
」
を
「
六
人
以
内
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
そ
の
機
関
の
長
た 

る
大
臣
を
助
け
、
」
を
「
命
を
受
け
て
、
そ
の
機
関
の
所
掌
事
務
に
関
す
る
重
要
な
」
に
、
「
処
理
し
、
並
び
に
あ
ら
か
じ 

め
そ
の
機
関
の
長
た
る
大
臣
の
命
を
受
け
て
大
臣
不
在
の
場
合
そ
の
職
務
を
代
行
す
る
」
を
「
処
理
す
る
」
に
改
め
、
同
項 

を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
第
四
項
中
「
政
務
次
官
が
二
人
置
か
れ
た
省
に
お
い
て
は
、
」
及
び
「
及
び
職
務
代
行
の
順 

序
」
を
削
り
、
「
そ
の
省
」
を
「
そ
の
機
関
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

４ 

前
条
第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
は
、
政
務
次
官
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

 

第
十
七
条
第
五
項
及
び
第
六
項
を
削
る
。 



 

 
 

 

四 

 

別
表
第
二
を
削
り
、
別
表
第
一
中
「
別
表
第
一
」
を
「
別
表
第
一
（
第
三
条
関
係
）
」
に
改
め
、
同
表
を
別
表
と
す
る
。 

附 

則 

（
施
行
期
日
） 

第
一
条 

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
五
日
を
経
過
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
。 

（
議
院
に
出
頭
す
る
証
人
等
の
旅
費
及
び
日
当
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
） 

第
二
条 

議
院
に
出
頭
す
る
証
人
等
の
旅
費
及
び
日
当
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
八
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
一
条
中
「
但
し
、
左
に
」
を
「
た
だ
し
、
次
に
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
政
府
委
員
及
び
」
を
削
り
、
同
条
第
三 

号
中
「
（
前
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）
」
を
削
る
。 

（
国
家
公
務
員
法
の
一
部
改
正
） 

第
三
条 

国
家
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
二
条
第
三
項
第
六
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

六
の
二 

副
大
臣
及
び
副
長
官 



 
 

 

五 

（
議
院
に
お
け
る
証
人
の
宣
誓
及
び
証
言
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
） 

第
四
条 

議
院
に
お
け
る
証
人
の
宣
誓
及
び
証
言
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
二
十
五
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
五
条
第
一
項
中
「
及
び
政
務
次
官
」
を
「
、
副
大
臣
及
び
副
長
官
、
政
務
次
官
並
び
に
内
閣
総
理
大
臣
秘
書
官
及
び
そ 

の
他
の
国
務
大
臣
の
秘
書
官
」
に
改
め
る
。 

（
弁
護
士
法
の
一
部
改
正
） 

第
五
条 

弁
護
士
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
三
十
条
第
一
項
中
「
内
閣
総
理
大
臣
補
佐
官
」
の
下
に
「
、
副
大
臣
若
し
く
は
副
長
官
」
を
加
え
る
。 

（
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
） 

第
六
条 

特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
五
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。 

 

第
一
条
第
六
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

六
の
二 

副
大
臣
及
び
副
長
官 



 

 
 

 

六 

 

第
一
条
第
十
七
号
中
「
秘
書
官
（
」
の
下
に
「
第
三
条
第
二
項
を
除
き
、
」
を
加
え
る
。 

 
第
三
条
第
二
項
中
「
内
閣
総
理
大
臣
補
佐
官
」
の
下
に
「
並
び
に
内
閣
総
理
大
臣
秘
書
官
及
び
そ
の
他
の
国
務
大
臣
の
秘 

書
官
」
を
加
え
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

「
内
閣
官
房
副
長
官 

 

別
表
第
一
中
「
内
閣
官
房
副
長
官
」
を 

副
大
臣 

 
 
 
 

に
改
め
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

副
長
官 

 
 
 

」 

（
公
職
選
挙
法
の
一
部
改
正
） 

第
七
条 

公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
八
十
九
条
第
一
項
第
一
号
中
「
及
び
政
務
次
官
」
を
「
、
副
大
臣
及
び
副
長
官
並
び
に
政
務
次
官
並
び
に
内
閣
総
理
大 

臣
秘
書
官
及
び
そ
の
他
の
国
務
大
臣
の
秘
書
官
（
国
会
議
員
で
あ
る
者
に
限
る
。
）
」
に
改
め
る
。 

（
自
衛
隊
法
の
一
部
改
正
） 

第
八
条 

自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
二
条
第
一
項
中
「
と
い
う
。
）
」
の
下
に
「
、
防
衛
庁
副
長
官
」
を
加
え
、
同
条
第
五
項
中
「
長
官
」
の
下
に
「
、
防 



 
 

 

七 

衛
庁
副
長
官
」
を
、
「
防
衛
政
務
次
官
」
の
下
に
「
、
長
官
の
秘
書
官
（
国
会
議
員
で
あ
る
者
に
限
る
。
）
」
を
加
え
る
。 





 
 

 

九 

理 

由 
行
政
各
部
に
お
け
る
内
閣
総
理
大
臣
そ
の
他
の
国
務
大
臣
に
対
す
る
補
佐
体
制
の
充
実
を
図
る
た
め
、
副
大
臣
及
び
副
長
官

を
設
置
し
、
政
務
次
官
を
増
員
す
る
等
の
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
政
府
委
員
の
制
度
を
廃
止
し
、
国
会
に
お
い
て
出
席
及

び
発
言
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
を
、
内
閣
総
理
大
臣
そ
の
他
の
国
務
大
臣
の
ほ
か
、
内
閣
官
房
副
長
官
、
副
大
臣
及
び
副
長

官
並
び
に
政
務
次
官
等
に
限
る
こ
と
に
よ
り
、
国
会
に
お
け
る
審
議
の
活
性
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案

を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。 





 
 

 

一
一 

本
案
施
行
に
要
す
る
経
費 

本
案
施
行
に
要
す
る
経
費
と
し
て
は
、
平
年
度
約
五
億
六
千
万
円
の
見
込
み
で
あ
る
。 

  


